
2. 施工計画と施工方法
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不透過型えん堤施工計画

各型式により施工手順は若干異なるが、鋼製不透
過型砂防えん堤の一般的な施工手順を示す．通常、
床掘後、層ごとに部材の組立、中詰め、埋戻し作業
を繰り返し、最上面部材を取り付けて完成させる。
部材は管理された工場で精度良く製作されてお

り、組立もボルト接合にて行うので、施工時の管理

項目としては部材の検査と出来形管理を行えばよい。
ただし、組立設置にともなって発生する土工事に

ついては、設置場所の状況により安全性を重視し施
工方法を決めるとともにその方法に応じた管理を行
う必要がある．

枠構造の一般的施工手順 セル及びダブルウォール構造の一般的施工手順
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